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特集



職

員

配

置

図

職
員
数
２
４
２
名
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
）内
は
担
当
地
区

☆
は
収
入
保
険
責
任
者

★
は
収
入
保
険
担
当
者

室
長
補
佐
　
桜
井
　
浩
幸

嘱
　
　
託
　
黒
須
　
孝
幸

〒321-0903 宇都宮市下平出町前表319-1
【総務部】℡.028-683-5531
【事業部】℡.028-683-5533
【情報管理】℡.028-683-5535

総務課企画情報課

課
長
補
佐
　
栃
木
　
　
守

課
長
補
佐
　
益
子
　
　
誉

課
長
補
佐
　
柳
岡
　
智
史

係
　
　
長
　
石
村
　
　
匡

主
　
　
任
　
齋
藤
　
翔
子

嘱
　
　
託
　
阿
久
津
安
倫

臨
　
　
時
　
坂
入
　
幸
子

参
　
　
事
　

荒
井
　
幸
雄

課
長
補
佐
　
湯
本
　
　
修

係
　
　
長
　
福
田
　
成
宏

主
　
　
事
　
中
村
　
優
夏

課長
★渡辺 弘之　

課長
★大塲 一正　

農作課園芸特産課

課長
★宇塚 寿明　

課長
★小林 政夫　

課
長
補
佐
　
舘
野
　
　
貴

課
長
補
佐
　
仙
田
　
良
靖

主
　
　
任
　
羽
石
　
　
悠

嘱
　
　
託
　
齊
藤
　
信
夫（
兼
務
）

臨
　
　
時
　
渡
辺
小
百
合

課
長
補
佐
　
髙
田
　
修
一

課
長
補
佐
　
菊
池
　
幸
夫

主
　
　
任
　
相
馬
　
成
幸

主
　
　
任
　
瓦
井
　
謙
悟

本　所

内部検査室

総務部

事業第一部

部長
☆大髙 忠二　

部長
☆丸島 敏光　

室長
☆古口 清史　

令　和
 4年度

芳賀支所
支所長兼総務課長　☆前田 俊之

総務課事業第一課事業第二課事業第三課

課長
★小林 哲也　
（真岡北部責任者）

課
長
補
佐
★
木
村
　
英
樹

課
長
補
佐
★
大
塚
　
智
弘

係
　
　
長
　
小
倉
　
未
紀

主
　
　
任
　
西
田
真
理
絵

課
長
補
佐
　
宇
賀
神
　
亘

課
長
補
佐
★
清
水
　
貴
司

係
　
　
長
　
菅
谷
　
強
志

係
　
　
長
　
渡
邉
　
尚
樹

主
　
　
任
　
寺
方
　
由
布

主
　
　
事
　
野
澤
　
智
之

臨
　
　
時
　
関
根
　
詩
織

課
長
補
佐
　
廣
瀬
　
　
貴

課
長
補
佐
　
髙
木
　
智
弥

主
　
　
任
　
高
久
　
真
也

主
　
　
事
★
鈴
木
　
亮
平

臨
　
　
時
　
青
栁
　
純
子

課
長
補
佐
　
手
塚
　
剛
司

課
長
補
佐
　
石
田
　
　
裕

係
　
　
長
　
石
川
　
明
香

主
　
　
任
　
有
我
　
和
晃

主
　
　
任
　
佐
藤
　
大
樹

主
　
　
任
★
金
子
　
貴
広

主
　
　
事
　
仲
根
　
大
貴

嘱
　
　
託
　
上
野
　
広
美

課長
★高松 実　
（市貝責任者）

課長
★西川 和弘　
（真岡南部責任者）

〒321-4303 真岡市八条678
℡.0285-84-1151㈹

家畜任意係 園芸特産係 農作損防係 庶務経理係

（
真
岡
）

（
市
羽
）

（
物
部
）

（
山
前
）

（
中
村
）

（
芳
賀
責
任
者・祖
母
井
）

（
大
内
）

（
茂
木
）

（
田
野
）

（
長
沼
）

（
大
内
）

（
茂
木
責
任
者・中
川
）

（
山
前
）

（
須
藤
）

（
益
子
責
任
者・益
子
）

（
七
井
）

（
南
高
）

（
水
橋
）

（
逆
川
）

（
久
下
田
）

（
小
貝
）

上都賀支所
支所長兼総務課長　☆橋本 和光

総務課事業第一課事業第二課事業第三課

課長
★高野 智教　
（日光・足尾）

課
長
補
佐
　
天
海
　
伸
拓

係
　
　
長
　
齊
藤
　
尚
也

係
　
　
長
　
関
口
　
真
弓

主
　
　
任
　
山
越
　
隆
史

臨
　
　
時
　
齋
藤
万
里
奈

課
長
補
佐
　
鈴
木
　
慶
一

係
　
　
長
　
安
納
　
拓
也

新
規
採
用
　
青
木
　
　
開

臨
　
　
時
　
内
山
　
礼
子

課
長
補
佐
　
土
澤
　
雅
博

係
　
　
長
　
福
田
　
　
心

主
　
　
任
★
緑
川
　
修
一

主
　
　
事
★
葛
西
　
　
佑

嘱
　
　
託
　
枝
村
　
直
美

課
長
補
佐
　
吉
澤
　
尚
子

課
長
補
佐
　
大
森
　
俊
和

係
　
　
長
　
石
川
　
広
樹

係
　
　
長
　
古
澤
　
　
隆

主
　
　
任
　
早
乙
女
雅
哉

主
　
　
事
　
梶
　
　
裕
貴

課長
★池田 昌英　
（板荷・小来川）

課長
★中里 豊　
（永野）

庶務経理係農作損防係園芸特産係家畜任意係

〒322-0005 鹿沼市御成橋町2-2051-7
℡.0289-65-3251㈹

（
北
犬
飼
）

（
西
方・真
名
子
）

（
粕
尾
）

（
塩
野
室
）

（
南
押
原
）

（
豊
岡
）

（
藤
原・三
依・栗
山
）

（
今
市
）

（
南
摩
）

（
菊
沢
）

（
粟
野・清
洲
）

（
鹿
沼
）

（
大
沢
）

（
東・西
大
芦
）

（
落
合
）

（
北
押
原
）

（
加
蘇
）

塩谷支所
支所長兼総務課長　☆山本 伸寿

総務課事業第一課事業第二課

課長
★佐藤 政充　
（氏家責任者）

課
長
補
佐
★
福
田
　
　
豊

係
　
　
長
★
有
我
　
純
子

嘱
　
　
託
　
菊
地
利
恵
子

課
長
補
佐
　
黒
須
　
康
浩

課
長
補
佐
★
鈴
木
　
禎
子

係
　
　
長
　
髙
橋
　
徳
玄

新
規
採
用
　
川
原
　
亜
壬

課
長
補
佐
　
小
笠
原
　
亮

課
長
補
佐
　
見
目
　
哲
昭

係
　
　
長
　
坂
口
　
優
幸

主
　
　
事
　
梅
澤
　
直
樹

嘱
　
　
託
　
吉
田
　
樹
里 （

矢
板
責
任
者
）

（
矢
板
）

（
氏
家
）

（
矢
板
）

（
高
根
沢
）

（
氏
家
）

（
矢
板
）

（
高
根
沢
責
任
者
）

（
高
根
沢
）

（
喜
連
川
）

（
高
根
沢
）

（
塩
谷
）

課長
★渡辺 均　
（喜連川責任者）

〒329-1312 さくら市桜野1622-1
℡.028-682-8491㈹

園芸特産家畜係 農作損防係 庶務経理係

那須中央支所
支所長兼総務課長　☆樋山 孝行

総務課
庶務経理係農作損防係園芸特産係家畜任意係

事業第一課事業第二課事業第三課

課長
 ★本間 勲　
（川西）

課
長
補
佐
★
山
東
　
賢
治

係
　
　
長
★
𠮷
田
　
裕
子

臨
　
　
時
　
藤
屋
智
恵
子

課
長
補
佐
　
後
藤
　
伸
一

係
　
　
長
　
諏
訪
　
　
忍

主
　
　
事
　
佐
藤
　
洸
貴

課
長
補
佐
　
佐
藤
美
津
子

課
長
補
佐
　
岡
本
　
教
男

主
　
　
任
　
菊
地
　
良
介

課
長
補
佐
　
伴
　
　
晃
一

課
長
補
佐
　
村
上
　
博
一

課
長
補
佐
　
越
井
　
敏
明

課
長
補
佐
　
深
谷
　
正
俊

係
　
　
長
　
松
本
　
麻
里

主
　
　
事
　
遅
澤
　
光
孝

嘱
　
　
託
　
稲
見
　
和
代

課長
★石田 健一　
（西那須野1）

課長
★郡司 政幸　

（親園）

〒324-0063 大田原市町島666-1
℡.0287-23-1633㈹那須北支所

支所長兼総務課長　☆酒井 洋
総務課事業第一課事業第二課事業第三課

課長
★遅沢 安則　

課
長
補
佐
★
渡
邉
　
真
樹

課
長
補
佐
　
月
井
　
由
法

嘱
　
　
託
　
三
田
　
　
心

課
長
補
佐
　
大
田
原
　
孝

主
　
　
任
　
佐
藤
　
啓
生

主
　
　
事
　
滝
田
　
陽
香

嘱
　
　
託
　
平
山
　
　
剛

課
長
補
佐
　
相
馬
　
　
勝

係
　
　
長
★
沼
井
　
仁
志

主
　
　
事
　
大
島
　
彩
花

嘱
　
　
託
　
田
川
　
次
雄

嘱
　
　
託
　
菊
地
真
菜
美

臨
　
　
時
　
小
室
　
沙
妃

課
長
補
佐
　
大
野
　
孝
明

係
　
　
長
　
和
久
　
義
貴

課長
★小口 章一郎　

課長
★増渕 知則　

〒325-0001 那須町高久甲5083-2
℡.0287-64-3663㈹

任意係 家畜係 農作損防園芸特産係 庶務経理係

安足支所
支所長兼総務課長　☆須藤 茂

総務課事業第一課事業第二課

課長
★横塚 秀彰　
（界・犬伏）

課
長
補
佐
★
五
十
畑
達
也

課
長
補
佐
　
吉
原
　
照
代

嘱
　
　
託
　
大
竹
　
晶
子

課
長
補
佐
　
齋
藤
　
和
彦

課
長
補
佐
★
飯
野
　
高
成

係
　
　
長
　
尾
花
　
彰
仁

主
　
　
任
　
池
田
　
友
仁

嘱
　
　
託
　
谷
村
　
陸
美

課
長
補
佐
★
日
向
野
正
人

係
　
　
長
　
藤
田
　
　
剛

主
　
　
任
　
田
中
　
　
匠

主
　
　
任
　
加
藤
　
　
望

嘱
　
　
託
　
亀
山
か
す
み （

吾
妻・富
田
）

（
田
沼
）

（
赤
見・名
草
）

（
植
野
）

（
三
好・野
上・新
合・飛
駒
）

（
三
重・山
前・三
和・葉
鹿・小
俣
）

（
中
央・毛
野・北
郷
）

（
梁
田・久
野・筑
波
）

（
葛
生・常
盤・氷
室
）

（
山
辺・矢
場
川・御
厨
）

課長
★渡辺 宏之　
（佐野・堀米・旗川）

〒327-0003 佐野市大橋町3232-1
℡.0283-22-1597㈹

庶務経理係農作損防園芸特産係家畜任意係

県南支所
支所長兼総務課長　☆岡泉 佳和

事業第一課事業第二課事業第三課

課長
★長島 祥二　
（栃木・大宮）

課
長
補
佐
　
稲
田
　
良
則

課
長
補
佐
　
新
村
　
直
己

課
長
補
佐
　
相
川
　
和
則

主
　
　
任
　
伏
木
　
翔
也

主
　
　
任
　
小
堀
　
有
加

主
　
　
事
　
大
朏
　
直
人

課長
★塚田 雄志　
（中・穂積）

課長
★黒子 敏充　

（稲葉）

事業第四課

課長
★𠮷田 淳　

（桑）

課
長
補
佐
★
篠
﨑
　
綾
子

課
長
補
佐
★
大
阿
久
光
広

課
長
補
佐
★
植
竹
　
　
聡

主
　
　
事
　
嶋
田
亜
里
沙

主
　
　
事
　
新
村
　
祥
平

嘱
　
　
託
　
氏
家
　
孝
志

課
長
補
佐
　
倉
井
　
　
満

係
　
　
長
　
日
向
野
　
敏

係
　
　
長
　
福
田
　
諒
平

嘱
　
　
託
　
関
　
　
英
雄

課
長
補
佐
　
麻
生
　
　
修

課
長
補
佐
　
石
﨑
　
　
諭

係
　
　
長
　
針
谷
　
隆
広

主
　
　
事
　
小
杉
　
友
紀

主
　
　
事
　
篠
原
　
　
潤

臨
　
　
時
　
中
村
明
日
菜

〒323-0062 小山市立木567
℡.0285-23-7771㈹

総務課
庶務経理係農作損防係園芸特産係家畜係任意係

（
家
中
）

（
岩
舟・小
野
寺
）

（
国
府
）

（
三
鴨
）

（
壬
生
）

（
大
平
西・大
平
東
）

（
静
和・岩
舟
）

（
大
平
南・大
平
東
）

（
生
井・寒
川
）

（
穂
積
）

（
野
木
）

（
赤
津
）

（
国
分
寺
）

（
大
谷
中・大
谷
南
）

（
石
橋
）

（
皆
川・吹
上
）

（
豊
田
）

（
藤
岡・赤
麻
）

（
絹
）

（
小
山・大
谷
北
）

（
寺
尾・吹
上
）

課
長
補
佐
★
石
川
　
統
一

課
長
補
佐
★
海
老
沼
　
光

係
　
　
長
　
藤
野
　
広
樹

嘱
　
　
託
　
石
川
　
美
里 （

部
屋
）

（
間
々
田
）

（
南
犬
飼
）

那須南支所
支所長兼総務課長　☆伊藤 仁志

総務課事業第一課事業第二課

課長
★岡本 真光　

課
長
補
佐
★
古
家
　
章
生

主
　
　
任
　
小
口
真
由
佳

課
長
補
佐
　
星
　
　
隆
昌

課
長
補
佐
★
志
賀
　
敏
和

主
　
　
任
　
増
渕
　
宏
太

主
　
　
事
　
小
森
　
明
香

嘱
　
　
託
　
大
谷
　
佑
佳

係
　
　
長
★
橋
本
　
典
久

係
　
　
長
　
岩
崎
　
　
準

主
　
　
任
　
小
口
　
龍
太

主
　
　
任
　
福
島
由
貴
江

嘱
　
　
託
　
萩
原
　
　
梢

嘱
　
　
託
　
青
砥
　
恵
美

課長
★齊藤 武文　

〒321-0602 那須烏山市大桶2141-2
℡.0287-84-1711

庶務経理係農作損防園芸特産係家畜任意係

事業第三課

課長
★石下 知也　
（塩谷責任者）

任意係

課
長
補
佐
　
高
垣
　
祐
基

係
　
　
長
　
鉢
村
　
大
地

主
　
　
任
　
上
田
　
真
之

嘱
　
　
託
　
小
口
　
洋
一 （

高
根
沢
）

（
塩
谷
）

（
喜
連
川
）

（
氏
家
）

河宇支所
支所長兼総務課長　☆小松 宏

総務課事業第一課事業第二課事業第三課

課長
★加藤 修司　

（羽黒）

課
長
補
佐
　
菊
池
　
聡
子
　

課
長
補
佐
★
田
﨑
　
俊
行
　

嘱
　
　
託
　
森
田
　
美
雪

嘱
　
　
託
　
井
地
　
　
茜

係
　
　
長
　
木
村
　
雄
司

係
　
　
長
　
豊
島
万
里
花

主
　
　
任
★
荒
川
　
綾
汰

主
　
　
事
　
阿
久
津
峻
一

課
長
補
佐
　
上
野
　
忠
彦

主
　
　
任
★
杉
山
　
博
紀

主
　
　
事
　
小
平
　
嵩
鷹

主
　
　
事
　
青
柳
　
祥
平

嘱
　
　
託
　
藤
田
　
孝
一

課
長
補
佐
　
石
川
　
　
哲
　

課
長
補
佐
　
青
木
　
克
昭

主
　
　
任
　
矢
口
　
晃
子

主
　
　
事
　
小
林
　
直
樹

主
　
　
事
★
半
田
　
篤
史

課長
★岡地 正倫　
（明治・上三川）

課長
★村上 早男　

（平石）

庶務経理係農作損防係園芸特産係家畜任意係

〒321-0901 宇都宮市平出町936-3
℡.028-660-7300㈹

（
姿
川
）

（
薬
師
寺
）

（
豊
郷
）

（
篠
井・富
屋
）

（
雀
宮
）

（
旧
市
）

（
田
原
）

（
清
原
）

（
瑞
穂
野
）

（
吉
田
）

（
横
川
）

（
国
本・富
屋
）

（
本
郷・上
三
川
）

（
城
山
）

（
古
里
）

（
絹
島
）

収入保険課

課長
★寺方 政明　

課
長
補
佐
　
阿
久
津
政
英

係
　
　
長
　
五
十
畑
幹
夫

主
　
　
事
　
髙
橋
　
七
海

嘱
　
　
託
　
齊
藤
　
信
夫（
兼
務
）

家畜課任意課

課長
★矢野 保　

課長
★田代 睦　

係
　
　
長
　
髙
﨑
　
大
真

主
　
　
任
　
笠
嶋
　
睦
美

主
　
　
任
　
関
　
隆
太
郎

主
　
　
事
　
添
田
　
裕
美

新
規
採
用
　
黒
田
　
　
望

課
長
補
佐
　
笹
沼
　
弘
仁

係
　
　
長
　
中
村
　
直
輝

主
　
　
任
　
亀
山
　
雄
史

主
　
　
任
　
横
田
　
瑠
汰

事業第二部

部長  ☆津久井 靖夫　

次長  ☆川田 芳憲　

（
両
郷
）

（
西
那
須
野
２
）

（
塩
原
１
）

（
湯
津
上
１
）

（
佐
久
山
）

（
黒
羽
）

（
湯
津
上
２
）

（
野
崎
）

（
金
田
１
）

（
塩
原
２
）

（
大
田
原
）

（
金
田
３
）

（
金
田
２
）

（
須
賀
川
）
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農人と

初午祭は、多くの人出で活気に
溢れます。国の重要

美術品になっている「銅製鳥居」
もぜひご覧ください。

アピールポイント

日本の祭りの多くは、「八百万の神」への感謝や、

五穀豊穣を祈り収穫に感謝するなど、「村の農耕文化」に由来しています。

県内でも季節に応じた様々な伝統行事やお祭りなどが

脈 と々受け継がれています。

　
も
と
も
と
は
青
木
地
区
の
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
で
し
た
。
運
営
母
体
が
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
酪
農
が
盛
ん
な
地
区

の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、
２

０
０
７
年
に
青
木
農
業
祭
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
生
乳
生
産
が
本
州
一で
あ
る
那
須
塩

原
市
内
の
牛
50
頭
以
上
で
共
進
会
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
農
業
機
械
の
企
業
展

や
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
演
奏
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、

模
擬
店
、
子
牛
の
ふ
れ
あ
い
体
験
な
ど

内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

開催時期：４月上中旬（令和４年は中止）
開催場所：キョクトウ青木フィールドＡグランド  那須塩原市青木１０１

▲共進会は小学生が牛引き体験できる
　ジュニアの部があります

見
ど
こ
ろ

青木農業祭
あお     き　  のう  ぎょう  さい

（那須塩原市）

　
初
午
は
、
稲
の
豊
作
に
ご
利
益
の
あ
る
神
様「
稲
荷
大
神
」と
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
稲
荷
大
神
が
京
都
・
伏
見
稲
荷
大
社
の
奥
に
広
が
る
稲
荷

山
に
降
り
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
月
の
最
初
の
午
の
日
に
稲
荷
大
神
を
祭
る
行

事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　一
瓶
塚
稲
荷
神
社
で
は
、
江
戸
時
代

初
期
か
ら
初
午
祭
を
旧
暦
の
２
月
に

行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
月
遅
れ

３
月
の
初
め
の
午
の
日
に
開
催
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
初
午
祭
の
際
に
食
べ

ら
れ
る「
し
ん
こ
ま
ん
じ
ゅ
う
」（
稲
荷
信

仰
ま
ん
じ
ゅ
う
）も
有
名
で
す
。

開催時期：毎年３月初めの午の日を含む土日の３日間
開催場所：一瓶塚稲荷神社  佐野市田沼町１４０４

▲初午祭の様子

見
ど
こ
ろ

一瓶塚稲荷神社初午祭
いっ   ぺい   づか    いな    り    じん    じゃ    はつ   うま   さい

（佐野市）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
な
り
お
お
か
み

　
約
４
５
０
年
前
、
観
音
堂
近
く
の
松
の
大
木
に
巣
を
作
っ
て
い
た
鶴
の
卵

を
、
心
無
い
村
人
が
食
べ
よ
う
と
茹
で
た
と
こ
ろ
、
老
人
が
現
れ「
末
代
ま
で

観
世
音
菩
薩
の
罰
が
あ
た
る
ぞ
」と
告
げ
ま
し
た
。
村
人
が
慌
て
て
卵
を
巣

に
戻
し一心
に
謝
罪
の
祈
り
を
捧
げ
た
と
こ
ろ
、
観
世
音
菩
薩
が
現
れ
、
茹
で

た
卵
か
ら
ヒ
ナ
が
孵
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の「
鶴
の
卵
の
故
事
」か
ら
、
卵
を

受
け
て
帰
り
子
宝
の
願
い
が
叶
っ
た
ら
、
卵
を
奉
納
す
る
信
仰
を
生
ん
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

開催時期：毎年３月の最終日曜日
開催場所：岩崎観世音堂  日光市岩崎１６８６

▲観世音大祭

見
ど
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　

ば
ち
　

　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え

地域のお祭りを通して農村文化に触れよう！

トラクターの乗車体験や肥料の無
料配布もあります。

農業への理解を深められるお祭り
です。

アピールポイント

菊地 英嗣さん
きく    ち    　ひで   つぐ

青木農業祭実行委員会

委員長

安蘇谷 正彦さん
あ     そ     や       まさ   ひこ

神社 名誉宮司

岩崎観世音大祭
いわ   ざき   かん    ぜ　 おん   たい  さい

（日光市）

　
春
の
例
大
祭
と
夏
の
百
八
灯
祭
に
、

二
人
で
食
べ
る
と
子
宝
に
恵
ま
れ
る「
子

授
け
の
卵
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。
子

宝
に
恵
ま
れ
た
と
き
は
、
お
礼
を
込
め

て
卵
を
倍
に
し
て
奉
納
し
ま
す
。

毎年４百個以上の卵を用
意し、百数十名の

方々が卵を返しに参拝しま
す。お礼参りの列には、

関東だけでなく、関西、
遠くは青森の方も。

アピールポイント

駒場 博司さん
こま     ば      ひろ    し

代表役員

インスタグラム
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い
つ
も
ご
守
護
い
た
だ
い
て
い
る
様
々
な

神
さ
ま
に
、
神
楽
を
奉
納
し
て
感
謝
を

捧
げ
、
神
さ
ま
と
人
が
共
に
和
み
楽
し

む「
神
人
和
楽
」に
よ
っ
て
、
共
存
共
栄

を
計
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
祭
礼
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

           

し
ん 

じ
ん   

わ  

ら
く

　若衆とは、八雲神社の宮座組
織の中の一部です。

しきたりや礼節を重んじ、司令塔
の木頭と各部署の主任、

１００人を超える若衆が一致団結
し舞台を作ります。

アピールポイント

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　   きがしら

御神酒頂戴式で使われるお酒「大
盃」は、

地元の外池酒造店が儀式のため
に醸造しています。

夏季限定で店頭購入も可能です
。

アピールポイント
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　   　おお
さかずき

　　とのいけ

　
春
日
神
社
創
建（
１
６
５
２
年
）時
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
由
緒
あ

る
神
楽
祭
り
で
す
。
神
楽
は
11
の
舞
で

構
成
さ
れ
、
舞
に
よ
っ
て
舞
人
や
お
囃

子
の
リ
ズ
ム
も
異
な
る
た
め
、
様
々
な
神

楽
を
楽
し
め
ま
す
。

開催時期：毎年４月１０日 １０時～１５時（神楽は１１時より）
開催場所：春日神社  栃木市大平町横堀３３０

▲恵毘須・火吹きの舞

見
ど
こ
ろ

舞人の面は全て手作りです。口
伝で代々伝わって

きた神楽なので、正確に後世に伝
えていきたいです。

アピールポイント

春日神社太々 御神楽祭
   かすが　　じん    じゃ    だい  だい    お        かぐら      さい

（栃木市）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                 
ま
い 
び
と
　
　
　
　 

は
や

 

し

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」と
八
雲
神
社
の

神
輿
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
、
４
６
０
年
以
上
引
き
継
が
れ
て
い
る
伝
統
の
祭

り
で
す
。

　「
山
あ
げ
」は
日
本
最
大
の
移
動
式
の
野
外
歌
舞
伎
舞
踊
で
、
仕
掛
け
の
数
々

が
見
せ
場
を
彩
り
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奥
行
き
１
０
０ｍ
ほ
ど
の
舞
台
装
置

を
遠
近
よ
く
道
路
に
配
置
し
、
常
磐
津

の
三
味
線
や
唄
に
合
わ
せ
て
地
元
の
踊

り
子
が
舞
を
演
じ
ま
す
。

　
若
衆
の一
糸
乱
れ
ぬ
動
き
で
演
目
の

進
行
に
合
わ
せ
変
化
す
る
舞
台
背
景
も

必
見
。
高
さ
10ｍ
を
超
え
る
大
山
を
揚

げ
る
様
子
は
祭
り
の
名
前
の
由
来
で
す
。

開催時期：７月第４土曜日を含む金曜日から日曜日
開催場所：那須烏山市烏山市街地
問　合　せ：那須烏山市観光協会（☎０２８７‐８４‐１９７７）
　　　　  那須烏山市商工観光課（☎０２８７‐８３‐１１１５）

▲舞台背景の山は「はりか山」。特産の烏山和紙を使用しています

見
ど
こ
ろ

山あげ祭
やま          　　　まつり

（那須烏山市）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

と
き   

わ    

づ

　
佐
良
土
の
三
宿（
仲
宿
・
古
宿
・
田
宿
）に
約
５
０
０
年
前
か
ら
継
承
さ
れ

る
お
盆
の
大
綱
引
き
行
事
。
勝
っ
た
宿
は
豊
作
、
家
内
安
全
、
町
内
繁
栄

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
５
年
に
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は

１
本
の
大
捻
縄
を
作
り
、
地
域
住
民
が
二
手
に
分
か
れ
て
引
き
ま
す
。

　
１
９
９
６
年
か
ら
休
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
地
元
の
若
者
た
ち
の
声
か
ら
２
０

１
７
年
に
復
活
し
ま
し
た
。
稲
わ
ら
で

最
大
直
径
50㎝
、
長
さ
50ｍ
の
大
縄
を一

日
か
け
て
作
り
、
夜
に
綱
引
き
が
行
わ

れ
ま
す
。
藁
を
ね
じ
っ
て
縄
に
す
る
こ
と

を「
も
じ
る
」と
い
い
、
縄
も
じ
り
は
参

加
者
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ

ま
す
。

開催時期：毎年８月第３土曜日（令和４年は中止）
開催場所：大田原市佐良土多目的交流センター付近  大田原市佐良土８５３

見
ど
こ
ろ

縄は８月下旬の諏訪神社例祭の
子供相撲の

土俵に使われます。

アピールポイント

湯津上の大捻縄引き
　　　　　　　　　　だい　 も　　じ      ひ

（大田原市）

小幡 正之さん
お    ばた     まさ  ゆき

鹿島神社

　
益
子
祇
園
祭
の
二
日
目
に
行
わ
れ
る

儀
式
で
す
。
関
東
三
大
奇
祭
の一つ
と
い

わ
れ
、
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈

願
し
ま
す
。新
町
、田
町
、内
町
、城
内
、

道
祖
土
か
ら
な
る
五
町
会
の
、
祇
園
祭

当
番
町
の
引
継
ぎ
の
儀
式
で
す
。

　
大
盃
に
３
６
５
日
に
な
ぞ
ら
え
３
升
６

合
５
勺（
約
6.5
ℓ
）の
燗
酒
を
注
ぎ
、

次
の
当
番
町
の
男
衆
10
人
が
３
度
に
わ

た
っ
て
飲
み
干
し
ま
す
。
合
計
約
20
ℓ
！

開催時期：毎年７月２４日 １３時～（益子祇園祭 ７月２３日～２５日）
開催場所：当番町が指定する会場（令和４年は道祖土が当番町）
一般観覧：○ 儀式会場のしめ縄内は、女人禁制。

▲燗酒を飲み干して大盃を掲げる様子

見
ど
こ
ろ

御神酒頂戴式（益子祇園祭）
  お　　み　   き   ちょう  だい   しき　      まし    こ　   ぎ    おん   さい

（益子町）

　
　
　
　
　
　
　      

し
ん 

ま
ち
　  

た   

ま
ち
　  

う
ち 

ま
ち
　 

じ
ょ
う
な
い

 

さ  

　や     

ど

　
　
お
お
さ
か
ず
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
ょ
う

ご
う
　      

せ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん  

し
ゅ

宮司

小倉 久通さん委員長
お     ぐら      ひさ   みち

大捻縄引き実行委員会

ホームページ

富山 勝也さん（左） 片柳 壽雄さん（右）
とみ   やま     かつ　や　　　　　　　　　  かたやなぎ    ひさ 　 お

横堀神楽保存会

三森 文徳さん
み    もり      ふみ   のり

山あげ祭実行委員会

実行委員長

　
　   

さ   

ら
　
ど

▲子ども綱引きと老若男女が参加する対抗戦があります
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園芸施設共済

畑 作 物 共 済

果 樹 共 済

　
羽
黒
山
神
社
は
、
山
形
県
の
出
羽
三
山
の一つ
、
羽
黒
山
神
社
の
分
社
と

し
て
１
５
０
８
年
に
建
立
し
、梵
天
祭
り
は
約
３
６
０
年
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。

　
梵
天
と
は
神
様
を
招
く
目
印
と
な
る
も
の
で
、
孟
宗
竹
を
２
本
つ
な
ぎ
合

わ
せ
、
先
端
に
稲
や
か
ん
ぴ
ょ
う
な
ど
の
収
穫
物（
現
在
は
和
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
）

を
付
け
た
も
の
で
す
。
秋
の
収
穫
を
祝
い
、
梵
天
を
奉
納
す
る
こ
と
か
ら
梵

天
祭
り
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
掛
け
声
と
と
も
に
約
15ｍ
の
梵
天
を

担
い
で
今
里
地
区
内
を
引
き
歩
い
た

後
、
羽
黒
山
頂
上
に
梵
天
を
奉
納
す
る

た
め
、
約
1.6
㎞
の
山
道
を
30
分
か
け
て

登
山
し
ま
す
。
社
殿
横
の
や
ぐ
ら
に
梵

天
を
立
て
付
け
て
奉
納
し
ま
す
。
縁
起

物
や
餅
な
ど
が
ま
か
れ
、
拾
う
と
そ
の

年
は
良
い
年
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

開催時期：毎年１１月第３土曜日、翌日曜日
開催場所：羽黒山神社  宇都宮市今里町１４４４、今里地区内

▲梵天をやぐらに立てて奉納する

見
ど
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
そ
う
ち
く

　
　
し
も
の
み
や

　
　
　
　        

い
ま  

ざ
と

羽黒山神社の梵天祭り
 は     ぐろ    さん    じん    じゃ　　　 ぼん   てん    まつ

（宇都宮市）

奉納する際に梵天を縦に
起こす

時が一番壮大です。本殿
の「力持ち」が

支える彫刻もぜひ見てく
ださい。

アピールポイント

　
大
豆
共
済
の
申
し
込
み
が
５
月
10
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
大
豆
共
済
で
は
、
農
作
物
共

済
と
同
様
に一筆
方
式
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で一筆
方
式
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方

は
全
相
殺
方
式
、
新
た
に
耕
作
を
始
め
る

方
は
半
相
殺
方
式
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

一筆方式 1,090円７割

内　容補償
割合

10a当たりの
掛金の目安

　
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
武
者
の
鎧
を

纏
っ
た
１
０
０
人
ほ
ど
の
行
列
が
笛
や
太

鼓
の
音
を
奏
で
、
神
輿
を
担
い
で
本
殿

か
ら
下
宮
へ
行
進
し
ま
す
。

　
身
に
纏
う
甲
冑
や
刀
、
槍
な
ど
は
江

戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
神
社
で
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
着
飾
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
歩
く「
稚
児
さ
ん
行

列
」も
見
ら
れ
ま
す
。

開催時期：１０月第２日曜日
開催場所：木幡神社  矢板市木幡１１９４

▲700キロの神輿を担ぎます

見
ど
こ
ろ

坂之上田村麻呂
がきっかけと

いわれる国指定
重要文化財の木

幡神社。

地区に根付いた
大切なお祭りです

。

アピールポイント

髙瀬 泰一さん
たか    せ　　ひろ  いち

木幡神社

副総代

　神社に保管されているお面。
田村麻呂が神社に渡した降面
は神社から出すと大夕立が起
こるとされ、のちに照面が作
られました。

百物揃武者行列渡御（木幡神社秋季例大祭）
ひゃく   もの　そろえ む   しゃ   ぎょう れつ     と     ぎょ 

（矢板市）

き    ばた  じん   じゃ  しゅう   き   れい たい  さい

過去の実績や平年的な収量をもとに引受をし、
実測調査をもとに一筆ごとに評価をします。

全相殺方式 1,590円9割

半相殺方式 1,130円8割

内　容補償
割合

10a当たりの
掛金の目安

JA等に出荷した数量をもとに農家単位で引
受・評価をします。

過去の実績や平年的な収量をもとに引受をし、
実測調査をもとに農家単位で評価をします。

　
近
年
は
全
国
的
に
暖
冬
傾
向

に
な
って
お
り
、
な
し
の
凍
霜
害

が
増
え
て
い
ま
す
。
本
県
で
も

令
和
２
年
、
３
年
と
連
続
し
て

凍
霜
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
３
月
は
暖
か
く
、
開

花
が
早
ま
る
可
能
性
が
高
い
た

め
、
４
月
の
晩
霜
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
栃
木
県
防
災
メ
ー
ル
に
登
録

す
る
と
霜
注
意
報
を
始
め
、
各

気
象
情
報
や
注
意
報
、
警
報
等

を
受
信
で
き
ま
す
。

　
春
は
突
風
、
竜
巻
、
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス

ト
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
、
風
害
が
多

発
し
た
令
和
２
年
の
４
月
に
は
最
大
瞬

間
風
速
10 

m/s
以
上
を
観
測
し
た
日
が

23
日
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
４
月
13
日

は
最
大
瞬
間
風
速
27.2 

m/s
を
記
録
し
て
い

ま
す
。

　
突
風
被
害
は
個
人
で
防
ぐ
こ
と
が
難

し
い
た
め
、
園
芸
施
設
共
済
へ
加
入
し

て
も
し
も
の
被
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
園
芸
施
設
共
済
の
詳
細
や
補
償
額
、

掛
金
等
の
お
見
積
り
に
つ
い
て
は
、
お

近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支
所
ま
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大豆共済の加入申し込みが始まります！

春先の突風被害に備えましょう！

4月の晩霜にご注意ください！

-2.7

なしの生育ステージ別の危険限界温度
硬い蕾

-1.9

ふくらんだ蕾

-1.9

開花直前

-1.5

満開期

-1.4

落花期 備考

この温度で30分
以上おかれた場合
に危険となります。

令和3年の
凍霜害による被害

左記QRコード
から登録する
か、「栃木県防
災メール」と検
索してください。

照面と降面

「力持ち」の彫刻

花塚 憲二さん
はな   つか  　けん    じ

羽黒山神社

氏子 総代長
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農 作 物 共 済農 作 物 共 済

白色申告をしている
米生産者の皆さまへ

　ご自身で乾燥調製を行っている方も、税務申告
用の帳簿で、全相殺方式に加入できるようになり
ましたので、加入希望の方は帳簿の準備を進めま
しょう！

令和4年産水稲共済掛金
納入について

　6月下旬ごろお手元に届く、水稲共済加入承諾
書兼共済掛金等払込通知書をご確認ください。
　加入申込書を提出しても、令和4年8月1日（月）
までに掛金の納入がなかった場合は、共済未加入
となりますので、ご注意ください。

❶ 税務申告のために記帳している帳簿の
　 「米の収穫日ごとの収穫量」

❷ 白色申告の収支内訳書の販売金額等
の写し

加入するために必要な書類

※陸稲共済・麦共済についても帳簿の提出をもって全相殺方式に加入できます。

早
め
に

納
め
な
い
と
な
！

水 稲 共 済 Q & A水稲共済どう
なるの？

耕地ごとの補償から農家単位での補
償に変更されると聞いたけど、どう
いうこと？

Q

半相殺方式に加入するけど、被害の
申告は今までと変わりないの？

Q

今まで田んぼ１枚ごとの評価だったも
のから、農家さんの作付した耕地の
収穫量を合計して評価する方法に変
わります。

A

半相殺方式は、農家さんご自身に、
すべての被害耕地について１０ａ当た
りの見込み収量を申告していただき
ます。なお評価方法等につきまして
は、次号（夏号）で詳しくお知らせい
たします。

A

令
和
４
年
産

麦
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

　
５
月
下
旬
よ
り
、
麦
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
麦
は
天
候
不
良
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
作
柄
や
品
質
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
作
物
で
す
。

　
令
和
３
年
も
登
熟
期
に
雨
天
が
続
き
、
穂
発
芽
や
赤
カ
ビ
病
等
が
発
生
し

ま
し
た
。
赤
カ
ビ
病
等
に
よ
り
共
同
乾
燥
施
設
への
搬
入
が
拒
否
さ
れ
た
場
合

は
、
お
近
く
の
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

穂発芽やカビが発生したら…

※麦を収穫し、乾燥調製施設で搬入拒否になった場合も必ず支所までご連絡ください。

赤カビ被害のほ場

赤カビ

穂発芽
穂発芽被害のほ場

1
2

3
4

ノ
ー
サ
イ
に

連
絡
し
よ
う
！

ほ
場
は

○
○
番
地

で
す
・・・

穂発芽やカビの発生が疑われる場合には、
ほ場よりサンプルを採取する。

サンプルを施設に持参し、集荷業者が確認、
搬入拒否の場合には支所に連絡をする。

搬入拒否に該当するほ場の地名地番、
数量等を支所担当者へ伝える。

組合で事故確認し、集荷業者より
搬入拒否証明書を取得、共済事故として認定。

？

乾燥調製施設

施
設
に
搬
入

で
き
な
か
っ
た
！

搬入拒否
証明書

NOSAI
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建 物 共 済農 機 具 共 済

建物共済に臨時費用担保特約を付けましょう！ト
ラ
ク
タ
ー
の
付
属
装
置
、

加
入
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　農
機
具
共
済
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
本
体
の
他
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
使
用
す
る
付
属
装

置
も
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入
の
漏
れ
て
い
る
付
属
装
置
が
な
い
か
、
再

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　３月から５月は、春の農作業安全運動の実施期間です。農作業中に亡くなる方は、毎年全
国で３００人ほど。農業人口が減少していることを加味すると、上昇傾向にあると言えます。
　特に乗用トラクターの転落・転倒による死亡事故が多くの割合を占めているため、転落・転
倒時等の死亡事故を大幅に低減できるシートベルト、ヘルメットの装着を忘れずにしましょう。

「農作業安全運動」春 の

安全フレームのない乗用型トラクターは、
追加の装備や買い替えを視野に！

乗用型の機械を使用するときは、
シートベルト、ヘルメットの着用を！

損害総合共済　１００万円あたり　６,３００円
※基本等級・特約なしの場合

他にも ハロー、ロータリー、マニュアスプレッダー、etc

ご加入できる装置についてはお近くの
NOSAIまでお問い合わせください。

フレールモアあぜ塗機 レーザー
レベラー

詳しい内容の説明をご希望の場合は、担当職員がお伺いしてご説明します。

被害にあった住宅は
　●木造住宅 １32㎡
　●再建築価額  22,572,000円 
加入状況は
　●総合共済
　●建物に2,000万円  家具類に0円
　●掛金は44,800円 ですね。

NOSAI

2

NOSAI

臨
時
費
用
担
保
特
約
と
は

共
済
事
故
が
あ
っ
た
時
、

損
害
共
済
金
以
外
に

臨
時
費
用
共
済
金
を

お
支
払
い
す
る

特
約
で
す
。

10
％
、
20
％
、
30
％

か
ら
ご
選
択
で
き
ま
す
。

掛
金
は
30
％
の
場
合
、

１
０
０
０
万
円
あ
た
り

２
５
０
０
円
で
す
。

4

臨時費用共済金は
損害共済金 × 給付割合
　　　　　　 （10％、20％、30％）
で計算され、
支払限度額は250万円となります。
今回の損害で、30％を選択していた場合、
損害共済金＋臨時費用担保特約
＝支払共済金 1,140,349円
となります。

NOSAI

5

合
わ
せ
て

１
０
０
万
円
の

損
害
だ
。

共
済
金
は

ど
の
く
ら
い
だ
ろ
う
。

強
風
で

瓦
と
ア
ン
テ
ナ
が

被
害
に
あ
っ
た
わ
。

1

3

なるほど。
でも、その
臨時費用
担保特約って
一体何？

臨時費用担保特約を
つけていないので
損害共済金は
８７７,19２円
になります。

NOSAI

？
？

１
０
０
万
円
の
損
害
も

カ
バ
ー
で
き
た
の
ね
！

30％の臨時費用担保特約を
付けていれば、今回の損害では
損害共済金が
877,192円×30％で
263,157円
多く受け取れたんだな！

NOSAI

加
入
内
容
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

6
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収 入 保 険

NOSAI

保険期間中の留意事項

ご連絡はお電話でお願いします。
必要に応じてお伺いする場合もあります。

被害が発生した時は…

つなぎ資金とは？

変更が生じた場合は…

　品目ごとに見込農業収入金
額の１割以上の被害が発生した
場合下記の事項を速やかにご
連絡ください。

　保険期間の営農計画を変更
した場合や過去の提出書類に変
更があった場合は、変更が発
生した日より、1か月以内に、
内容の詳細をご連絡ください。

　保険期間中に、自然災害や価格低下などで農畜産物の販売金額が見込農業収入の1割以上減
少し、保険金等の受け取りが見込まれる場合、保険金等の受け取りまでの前払い金として、受け
取り予定の保険金等の８割を限度として活用できます。

事故受付の際に、品目ごとの見込収入金額及び被害の状況など、収入減少理由をお聞かせください。

　保険期間中は下記帳簿等の
記帳をお願いいたします。
※つなぎ資金申請時や保険金
等請求時に提出を求められる場
合があります。

・ 事故の種類
・ 事故発生日時
・ 事故対象農産物等
・ 数量減少や品質低下の程度
・ 事故原因
・

・ 栽培の中止
・ 作付面積の変更
・ 作付品目の変更
・ 過去の青色申告決算書の
　内容に変更があった場合

・ 農作業日誌
・ 各種帳簿類
  （事業消費帳簿・販売帳簿等）

つなぎ資金活用の有無

収入保険加入者の皆さま
今一度ご確認ください

無利子 つなぎ資金は無利子です。

1か月 つなぎ資金は事故受付からご融資まで約1か月です。

対　象 基本的に保険料等の全額を支払っている加入者が対象です。

注
意
事
項

・つなぎ資金は審査が必要です。審査の結果によってはご融資できない場合もあります。
・審査の際に、現地確認や帳簿等(農作業日誌・販売帳簿等)の提出を求めることがあります。
・野菜価格安定対策との同時加入者は、価格低下での損害に対してはご融資できません。
・保険金等と相殺できなかった金額については、返済期限（1月責任開始の方で翌年9月末日）までにお返しください。
  お返しいただけない場合、返済残額に年率10.75％の延滞金が加算されます。

日 摘要 収 支
¥

¥

¥

？

NOSAI

記帳を忘れずに！

現状と今後の課題

▲「製造や加工は実習の応用です。冷凍した
　ゆずで作っています」と中村部長（左）と
　白澤さん（右）

　県
内
農
業
関
係
学
校
の
様
々
な
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　今
回
は
栃
木
市
に
あ
る
栃
木
県
立

栃
木
農
業
高
等
学
校
で
す
。

NEXT

Farmers

▲販売準備中のジャム。
　様々なラベルを用意
　しています

▲独自の温度で
　煮詰めます

　
栃
木
農
業
高
校
に
は「
農
業

環
境
部
」と
い
う
部
活
動
が
あ

り
ま
す
。
地
域
に
関
連
し
た
Ｐ

Ｒ
や
環
境
整
備
、
伝
統
の
継
承

な
ど
幅
広
く
、
班
を
分
け
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
食
品
科
学
班

は
食
品
科
学
科
生
徒
９
人
か
ら

な
り
、「
ゆ
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
太
平
山

麓
の
ゆ
ず
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

２
０
２
０
年
11
月
か
ら
始
動
し

た
企
画
。
地
域
の
人
と
の
収
穫

や
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
製
造
、
地

元
の
お
店
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
の

開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
中
村
寿
奈
部
長
は「
考
案

し
た
ゆ
ず
も
ち
が
実
際
に
商
品

化
さ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

成
分
分
析
か
ら
加
工
製
造
ま
で

い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
ま
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　「
学
科
で
学
ん
だ
こ
と
と
生

徒
の
ア
イ
ディ
ア
で
活
動
が
広
が

り
ま
し
た
。
作
る
こ
と
や
食
べ

る
こ
と
は
身
近
な
こ
と
で
す
。

学
校
で
の
体
験
が
生
徒
の
将
来

に
生
か
せ
れ
ば
」と
顧
問
の
小

藤
裕
未
教
諭
。
２
年
生
の
白
澤

楓
さ
ん
は「
学
校
の
管
理
栄
養

士
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
部
活
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
先
輩
た
ち
の
後
を
継
ぎ

た
い
で
す
」と
意
気
込
み
ま
す
。

●生産者の減少、高齢化
●温暖化、大規模自然災害の増加
●コロナによる食スタイルの変化
　（内食の拡大）
●ＳＤＧｓや環境への対応強化

２０５０年までに目指す姿
●農林水産業のＣＯ２排出ゼロ化
●化学農薬の使用量５０％低減（リスク換算）
●化石燃料等が原料の化学肥料の
　使用量３０％低減
●有機農業の取組面積を１００万haへ拡大 等

期待される効果
●持続的な産業基盤の構築
●国民の豊かな食生活の実現
●地域の雇用・所得の向上
●将来にわたり安心して暮らせる
　地域環境の継承

詳しくは、農林水産省のホームページをご覧ください。

　本戦略は、生産・流通・加工・消費に関
わる各段階の関係者の協力の下で取組を進
めて参りたいと考えておりますので、ご理
解とご協力をお願い致します。

問い合わせ 農林水産省関東農政局栃木県拠点
地方参事官室  ☎028（633）3311

農 水 省 か ら の お 知 ら せ
農水省ホームページに
説明動画もあります！

じ
ゅ   

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

こ

ふ
じ
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う
に
な
っ
た
り
、
大
き
な
牛
に
怖
さ

を
感
じ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
お
互
い
に
打
ち
解
け
て
い
ま

す
。
自
分
が
人
工
授
精
し
た
母
牛

が
出
産
し
、
子
牛
が
成
長
す
る
姿

を
見
る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
高
齢
と
な
っ
た
母
牛
を

更
新
し
、
将
来
的
に
は
増
頭
に
も

取
り
組
み
た
い
で
す
。
加
え
て
野

菜
作
付
で
は
特
産
の
新
里
ね
ぎ
の

面
積
を
増
や
し
て
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

牛飼い  はじめました
　
４
年
前
に
祖
父
の
元
に
就
農
し

ま
し
た
。
２
年
前
に
経
営
移
譲
さ

れ
て
、
現
在
は
和
牛
の
繁
殖
を
メ

イ
ン
に
、
母
と
水
稲
や
伝
統
野
菜

の「
新
里
ね
ぎ
」な
ど
季
節
の
野
菜

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
た
子
牛
は
矢
板
家
畜
市

場
に
、
野
菜
な
ど
は
道
の
駅
う
つ

の
み
や
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
や
、
農
産

直
売
所
あ
ぜ
み
ち
に
出
荷
し
て
い

ま
す
。

　
幼
い
頃
か
ら
祖
父
母
が
和
牛
を

飼
養
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
流

産
が
あ
り「
自
分
は
牛
に
何
が
で
き

る
か
」を
考
え
た
こ
と
が
和
牛
繁

殖
に
携
わ
る
き
っ
か
け
で
す
。
加
え

て
11
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
、

自
給
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
こ

と
も
大
き
い
で
す
。

　
宇
都
宮
白
楊
高
校
で
、
畜
産
を

専
攻
し
、
卒
業
後
は
茨
城
県
の
専

門
学
校
に
通
い
、
牛
の
人
工
授
精

師
や
家
畜
商
な
ど
の
資
格
も
取
得

し
、
就
農
後
は
祖
父
か
ら
の
手
厚

い
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
就
農
直
後
は
牛
た
ち
に
警
戒
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
蹴
ら
れ
そ

宇
都
宮
市
新
里
町
丁

繁
殖
和
牛
11
頭
、
水
稲
30
ａ
、
露
地
野
菜
80
ａ

村
田 

友
香
莉
さ
ん

む
ら
　
　た
　
　
　    

ゆ
　     

か
　  

　り

下野市産の野菜とかんぴょうで作られた下野ブランド認定品の一つ。
食卓やお弁当に彩りを増やすふるさとの味を               

・かんぴょうはよれを戻しつつ、締めすぎずに空気が入らないよう密着させるように巻く。
・汁がなくなったら、水を足して煮る。
・ニンジンとゴボウの大きさを揃えるときれい！

ポイント

食 卓 に も う 一 品

 材料（0人分）

作 り 方

1
かんぴょうは一晩水で戻して
おき、水気を絞る。油揚げは
２つの短辺と一つの長辺を
カットし開く。ゴボウは下茹で
する。野菜は長さ20㎝にカッ
トし、縦に４か６等分にする。

2
開いた油揚げの３/４に鶏ひ
き肉を平たく乗せる。ニン
ジンとゴボウが交互になるよ
うに合わせ、ひき肉の上に
乗せ巻く。

3
かんぴょうで包帯のように巻
く。２回巻いて端のほうで織
り込んで留める。鍋に★を
入れ、火にかけて混ぜ合わ
せる。いったん火を止め、
巻いたものを鍋に並べる。

4
落し蓋をして、30分煮る。
最初は強火。沸騰したら中
火にし、１５分でひっくり返す。
かんぴょうの色が均等に染
まったら、常温で冷まして1㎝
の厚さにカットして完成！

●かんぴょう･･ ３本（1本当たり２～３ｍ）
●ゴボウ･････････････････････ ２本
●ニンジン･･･････････････････ ２本
●油揚げ････････････････････ ３枚
●鶏ひき肉･････････････････ 200g
★しょう油･･･････････････････ 60ｇ
★砂糖･･････････････････････ 40ｇ
★みりん････････････････････ 40ｇ
★塩･････････････････････････ ２ｇ
★水･････････････ ２カップ（400ｍｌ）
★だしの素（お好み）････ 小さじ１/３

「かんぴょうの八幡巻き」
や          はた

 材料の量（30コ分
）

スタッフの皆さんと

大越代表（前列右か
ら2人目）の夫 一雄

さん

（らんどまあむより提
供）

　「らんどまあむ」は大地の母という意味。女性農業士や管理栄養士、調
理師などの資格を持つ地元の女性8人で運営しています。
　地産地消を意識し、下野市産の特別栽培米や野菜を活用した惣菜や弁
当を製造し、道の駅しもつけや下野市役所で販売しています。人気の「か
んぴょうの八幡巻き」と「しもつかれ」は道の駅しもつけでの限定販売です。

企業組合らんどまあむ  代表  大越 歌子さん 下野市笹原295-11 TEL・FAX：0285-21-5586

おお   こし      うた 　こ
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サポーター
 NOSAI

おせわになってます！

日頃、組合
員の皆さん

と

NOSAIの
懸け橋とし

て活

躍されてい
る役員さん

に

お話をうか
がいました

。

鹿沼市上南摩町

青木 明彦さん（54歳）
あお き　 あきひこ

3

那珂川町久那瀬

戸部 貞夫さん（70歳）

2

 と   べ　　さだ  お
高根沢町石末

鈴木 弘幸さん（65歳）

1

すず  き    ひろゆき

前号の答え・ア

応

募

方

法

解

答

群

ア
①ｰ

Ⓐ
、②ｰ

Ⓒ
、③ｰ
Ⓑ

イ
①ｰ

Ⓒ
、②ｰ

Ⓐ
、③ｰ

Ⓑ

ウ
①ｰ

Ⓑ
、②ｰ

Ⓐ
、③ｰ

Ⓒ

63 3 21 090 3
栃
木
県
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　企
画
情
報
課 

行

宇
都
宮
市
下
平
出
町
前
表
319-1

答え

●ご住所
●氏名
●年齢
●電話番号
●広報紙の感想や
　イラストなど

しめきり 令和4年6月30日 当日消印有効

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
回
答
受
付
中
！

●
甘
酒
が
大
好
き
な
私
は
冬
に

な
る
と
買
い
求
め
ま
す
。
私
も

牛
乳
と
１
対
１
で
割
る
飲
み
方

を
お
す
す
め
し
た
い
で
す
。 

〔
那
須
町
大
島
　女
性
〕

●
地
元
の
人
を
紹
介
し
て
い
る
記

事
が
楽
し
み
で
す
。

〔
那
須
烏
山
市
大
金
　男
性
〕

●
最
近
は
若
い
農
業
者
が
増
え

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
日
本
を
支
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
って
ほ
し
い
で
す
。

〔
栃
木
市
都
賀
町
原
宿
　男
性
〕

●
お
米
の
サ
ク
サ
ク
ク
ッ
キ
ー
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
美
味
し
く
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

〔
足
利
市
駒
場
町
　女
性
〕

●
自
分
の
仕
事
に
こ
だ
わ
り
を

持
って
み
な
さ
ん
偉
い
で
す
ね
。

〔
大
田
原
市
亀
久
　女
性
〕

●
建
物
共
済
で
も
ら
い
火
は
賠

償
請
求
で
き
ま
せ
ん
！
た
め
に
な

り
ま
し
た
。

〔
矢
板
市
大
槻
　女
性
〕

●
古
代
米
を
毎
日
の
ご
飯
に
入

れ
て
炊
い
て
食
べて
い
ま
す
。

〔
真
岡
市
西
郷
　男
性
〕

●
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
立
て
て
頑

張
っ
て
い
る
の
に
感
心
し
て
い
ま

す
。     〔
日
光
市
岩
崎
　男
性
〕

●
お
孫
ち
ゃ
ま
を
探
せ
！
を
楽
し

み
に
待
って
い
る
１
人
で
す
。

〔
上
三
川
町
川
中
子
　女
性
〕

の

みん

声
な

 理巧くん（2歳）左 琴葉ちゃん（4歳）右
り   く　　　　　　   　こと  は

C

志帆ちゃん（2歳）
　　　　    し   ほ

Bじいじ
の車

大好き
！

※当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。
※写真はイメージです。

二人ともそっくりだね！

ヒントを参考におじいちゃんと
お孫さんの正しい組み合わせを

下の解答群ア・イ・ウから選んでください。

A

朝陽くん（3歳）左 双葉ちゃん（6歳）右
湊斗くん（0歳）右下

　　　　　  みな  と

あさ  ひ　　　　　　 　ふた ば

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
９
名
の

方
に
、
裏
表
紙
で
ご
紹
介
し
た「
た

じ
ま
や
」の「
ビ
ッ
グ
餃
子（
30
個
入

り
）×

２
パッ
ク
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

わた なべ　 けん   じ

損害評価委員12年、総代２年

お   ばな    しょう   じ

共済部長１４年、評価員１４年

足利市羽刈町   尾花 正司さん（68歳）こだわりの揚げもち

那須塩原市一区町 渡辺 賢治さん（69歳）

ビール麦２３ａ

Q■Ｑ 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
対
し
て
思
う
こ
と
は
？

　
昔
は
異
常
気
象
が
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
近
年

は
当
た
り
前
に
な
って
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
よ
り
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
存
在
が
重
要
と

な
って
く
る
と
思
う
の
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

■Ｑ 

揚
げ
も
ち
工
房「
お
ば
な
屋
」に
つ
い
て

　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
定
年
退
職
後
、
何
か
有
意
義
な
こ
と
を
し
た
い

と
思
い
、
揚
げ
も
ち
を
始
め
ま
し
た
。
味
は
、
の
り

塩
味
、
カ
レ
ー
味
、
ご
ぼ
う
味
の
３
種
類
。
現
在
、

新
し
い
味
を
試
作
中
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
足
利
の
直

売
所
や
足
利
市
内

の
ヨ
ー
ク
ベニマ
ル
２

店
舗
、
三
田
鶏
園

で
購
入
で
き
ま
す
。

お
客
さ
ん
に「
美
味

し
い
」と
言
って
も
ら

え
る
の
が
何
よ
り
嬉

し
い
で
す
ね
。

■Ｑ 

栽
培
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
同
級
生
の
取
り
組
み
か
ら
興
味
を
持
ち
、一部
の

水
稲
は
化
学
肥
料
で
な
く
漢
方
薬
の
肥
料
で
栽
培

し
て
い
ま
す
。
漢
方
の
肥
料
を
使
用
す
る
と
土
壌

改
良
につ
な
が
り
ま
す
。

■Ｑ 

地
域
の
特
徴
は
何
で
す
か
。

　
作
付
け
が
多
い
地
区
で
、
こ
れ
か
ら
の
農
地
を

守
る
た
め
の「
担
い
手
の
会
」発
足
に
携
わ
り
ま
し

た
。
後
継
者
を
中
心
に
13
人
が
加
入
し
て
お
り
、

今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

■Ｑ 

今
後
の
展
望
は
？

　
漢
方
で
育
て
た
お
米
は
、「
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
」に
出
品
し
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
を

抑
え
る
こ
と
が
課
題
で
す
が
、
金
賞
受
賞
を
目
指

し
て
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
３
年
前
に
息
子
が
就
農
し
、
共
に
農
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
水
稲
が
主
力
な
の
で
米
価
の
現
状

を
踏
ま
え
、
新
し
い
栽
培
に
挑
戦
し
よ
う
か
と
考

え
中
で
す
。

水稲１８ｈａ、麦5.5ｈａ、大豆２ｈａ

漢方で作ったお米で　　　　
金賞受賞を目指したい

せ！お
孫ち
ゃま

を

ま
ご
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ザ・ビッグ エクストラ真岡店

真岡市役所

芳賀赤十字病院

真岡高

真岡女子高

真岡東小

真岡東中

北真岡

真岡

大前神社

真岡鐵道

五
行
川

はが野グリーンコリドール

直売所 たじまや

岡部記念館「金鈴荘」

編 集 後 記
　「NOSAIとちぎNo.21」の編集も無事終わりました。
　掲載したお祭りの写真は、関係者様から頂いたものです。
取材中、主催者の皆さまがそれぞれのお祭りに注ぐ情熱を
強く感じました。
　文化財など歴史的にも、人々の思い出としても残る大切
なお祭り。人々が集い、活気あふれる姿がこれからも続い
てほしいですね。

　
岡
部
記
念
館「
金
鈴
荘
」は
、

明
治
中
期
に
二
代
目
岡
部
久
四

郎
に
よ
っ
て
、
10
年
以
上
の
歳

月
を
か
け
て
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

岡
部
家
の
別
荘
と
し
て
昭
和
27

年
ま
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
は

昭
和
63
年
ま
で
割
烹「
金
鈴
荘
」

と
し
て
営
業
し
て
い
ま
し
た
。

　
割
烹
と
し
て
の
営
業
を
終
え

た
後
は
、
平
成
12
年
に
建
物
が

県
指
定
の
文
化
財
、
平
成
13
年

に
は
調
度
品
ご
と
岡
部
家
か
ら

寄
贈
さ
れ
、
土
地
は
真
岡
市
が

買
い
上
げ
、
現
在
は
真
岡
市
の

所
有
で
す
。

　
館
内
の
所
蔵
作
品
に
は
、
矢

橋
天
籟（
真
岡
出
身
）の
掛
軸
や

～岡部記念館「金鈴荘」～
真岡市荒町2096-1

おか    べ　   き   　ねん　 かん　　　きん   れい     そう

       ▲防火
造りの金

鈴荘

　　 ▲整備された回遊式庭園

藤
田
素
堂
の
地
袋
絵
な
ど
文
化

財
と
し
て
価
値
が
あ
る
も
の
が

数
多
く
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
外
は
１
６
０
０
㎡
の
回
遊
式

庭
園
を
備
え
、
周
囲
の
石
塀
に

は
現
在
は
切
り
出
し
が
行
わ
れ

て
い
な
い
地
元
産
の「
磯
山
石
」

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
か
ら
３
月
３
日
ま
で
の

期
間
は
、
真
岡
・
浪
漫
ひ
な
飾

り（
金
鈴
荘
つ
り
雛
展
）の
会
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。
真
岡
木
綿
が

使
わ
れ
た
珍
し
い
段
飾
り
や

様
々
な
つ
り
雛
を
観
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※

取
材
は
真
岡
市
教
育
委
員
会

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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て
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い
そ  

や
ま  

い
し

   　　             ▲昔の雰囲気が
　　　　　　　　　感じられる室

内

  ▲真岡木綿のつり雛

          ▲珍しい磯山石の石塀

  ▲□□□□□□□□

□□□□

直
売
所 

た
じ
ま
や

あ
ん

ひ    

げ   

た  

は
る  

お

　
２
０
１
１
年
に
真
岡
市
田
島

地
区
の
直
売
所
と
し
て
設
立
。

２
０
１
６
年
に
法
人
化
し
、
現

在
は
近
隣
農
家
約
50
件
の
新
鮮

な
朝
採
り
野
菜
の
ほ
か
、
公
設

芳
賀
地
方
卸
売
市
場
か
ら
取

り
寄
せ
た
商
品
が
並
び
ま
す
。

　
中
で
も
お
す
す
め
は
１
日
３

０
０
パッ
ク
以
上
売
れ
る
と
い
う

餃
子
。
餡
に
は
、
鹿
沼
産
の
ニ

ラ
や
青
森
産
の
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
、

厳
選
さ
れ
た
国
内
産
の
素
材
を

使
用
。
自
動
販
売
機
も
設
置

さ
れ
て
お
り
、
営
業
時
間
外
で

も
購
入
で
き
ま
す
。

　
日
下
田
晴
勇
代
表
は「
お
客

さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
ま
も
な
く

11
年
を
迎
え
ま
す
。
自
慢
の
餃

子
を
た
く
さ
ん
の
方
に
味
わ
っ

て
ほ
し
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

●住 真岡市田島１７４３
●営 9：0０～17：0０
●休 水・木曜日
☎ ０２８５-８１-７６５７

ホームページ

P8の「稚児さん行列」
男女異なる華やかな衣装で歩き
ます

岩崎観音堂中堂にある言葉「施無
畏」は、衆生の畏れの心を取り去
り救うという意味です
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